
項   目 内   容 

１ 工事理由及び概要 

工事理由及び概要を記載すること。 

（１）工事理由 

（例）５階５０１区画の店舗改装に伴い間仕切りの変更を行うため。 

（２）工事概要 

（例）別図のとおり間仕切りを新設する。内装仕上げについては別表参照。 

２ 工事期間 工事期間を記載すること。また、工事種別ごとの工程表を添付すること。 

３ 工事範囲 
工事範囲を記載すること。また、フロア図を添付し、工事範囲と使用範囲を明確にする

こと。なお、工事範囲と使用範囲は、原則不燃区画とすること。 

４ 防火管理組織等 

工事施工者や現場責任者を中心とした工事関係者による火災予防対策・火災予防教育及

び既存防火管理組織との連携等について記載するとともに、防火管理組織表、消火・避

難・通報・救護等の任務分担表及び緊急連絡先一覧表等を作成し添付すること。 

５ 火気及び危険物の管

理等について 

次の（１）から（５）までに掲げる事項について、下表の例により記載すること。 

（１）使用火気又は危険物の種類（２）使用火気又は危険物の数量（３）使用期間   

（４）使用責任者（５）管理場所・方法 

種  類 数  量 期  間 責 任 者 管理場所・方法 

サンダー １台 工程表参照 川崎太郎 都度持込み 
 

６ 喫煙管理 喫煙場所の指定及び管理方法について具体的に記載すること。 

７ 工事により影響を受

ける避難施設等及び消

防用設備等について 

下表の例により安全対策等を記載すること。 

種  類 期  間 場 所 機能障害 代替措置 

スプリンクラ

ー設備 

８月１日から

８月３１日ま

で 

別図参照 ＳＰ未警戒 
補助散水栓及び消火

器増設による。 

・種類については次のとおり。 

（１）避難施設等とは、廊下通路、階段、排煙設備、非常照明、非常用ＥＶ、防火区画

等をいう。 

（２）消防用設備等とは、消防法施行令第７条に掲げる設備をいう。 

・期間には、当該設備等が工事の影響を受ける期間を記載すること。 

・消防用設備等の警報設備は未警戒とせず、感知器・スピーカー等は仮設すること。ま

た、工事区画内は施錠管理するとともに可燃物は存置しないこと。 

・各設備の代替措置については、あらかじめ管轄の消防署予防係と協議すること。 

８ 添付図面等 

案内図、配置図及び平面図（フロア図、工事区画図）並びに工程表及び防火管理組織に

係る一覧表等を添付すること。 

平面図には、避難経路及び消防用設備等の配置を記載すること。 

改装工事等届について 

１ 改装工事等届は、工事開始の５日前までに届け出ること。 

２ 届出者とは、防火対象物の関係者（所有者・管理者・占有者）のことをいう。 

３ 防火管理者は、原則、消防法第８条で規定する防火管理者とすること。 

４ 工事施工者とは、施工を請け負う法人又は個人のことをいう。 

５ 厨房の新設・移設や火気設備・器具の設置等を行う場合は、届出時等に管轄の消防署予防係に相談すること。 

改装工事等届に添付する事項等について 


